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初期値が go=O, go=6uoのときは独立な2つの lsing系に等価だから, Ising
likeな臨界指数が得 られ,0く goく6uoのときは,XTY like な解が安定な解 とな
る. 2次元のBaxtermodel と異なって今の場合 (d-4-E)には臨界指数は連続的
変化 を示 さない｡
臨界指数のFeym Tman~-Graph展開について





分子場近似が正 しいとの予想から, 8-4-dを微少量 として,臨界指数を E展開し, d





uoの項が分子場からのずれを表わ していると考えて, Graphでは uoで展開するoまた
▽▽2Sの項は k≫ 1の発散をとめるために付けたものであり,場合によってはcut
offをする事で除ける｡
S2-zsasaでは 1≦ α≦nで,′nは内部自由度 を示 し,_Isini(n-1),Ⅹ-Y,
Helium(n-2),Heisenberg(n-3)･spherical(n-- )に対応する｡ 内部







































rlの定義 (6)の内線 は (7)?Goを用いる.ところで r｡は分子場の 亮1であるか
ら r°-T-Toであるoまた ro- r+rl(r)より, 新 しい転移点 r-Oに対応するro
の値は, r｡｡= rl(0)である｡すると新 しい転移温度 号 は, ro｡二㌔ ~T｡ で与えら
れるので,
ro- roc= rR(r,uo,E)=T-Tc･ (8)
ここで, 氏-1+ (rl(;ト rl(0))r~1で定義され,新たに帯磁率が x -r-10く(T
-Tc)~γなる異常性を示すとすれば
氏(r,uD,e)or-1-1 ( r-o) (9)
§4 uRと4-Body Spin 相関関数








㌔-Z~㌦ 2(TMd)1~∽ γ｡(pi//M)･ (ll)
M-0で G-zg(p2/M2)o pヴ-2より, ZQMギ~2となり,I14(pi-0)cxz-2
×M-d-M4ld-27を得るoところで,MCX(T-Tc)y- ry/rであるが, r-リ(2-7)
なる現象論的な関係をさらに用いれば, I14CXrW ,Q)- 8-2ギ/2-7を得る｡
§5 d-DimensionalTechnic
d次元単位球の表面積 odを(2W)dで割った量がKdであるo計算の都合上 GaoPQま(7)















((p-Xk)2十Ⅹ (- Ⅹ )k2 ) 2




k≪ 1の場合, e>0では uDS4項が効 くが, eく0では効かず, 分子場近似がよい事
を意味 している｡同様に次のGraphは,
k≡:導 く-掌 B(2-言,2!,r-e'2･ (C123'
cutoffの方法は種々考えられるが,例えば (12)では, k-8-(- ePnk十一Pn2k-)
と展開すると,B(2-2!,言)の展開で現れる告で, - 0で第 0次項は発散す28ので,
これを除けば, (7)のGoを用いた事に相当するo
内部自由度の数は,外線をGaoaとし,21!usZS｡b∂cd∂｡′b′Bt,d′の総和をおこなえば





tb(r)OrW ,a-8-2町/2-で (r≪ 1)･
(14)




k≪ 1では- 展開よりk2G(k)-1+-く∈>十･････ を得るが,第2項は
k~26に比例 し,これを E展開すると, (1-2c cnk十262cn2k一 ････)になる.A
方現象論的な要請 k2G(k)Okヤ-1+ qDnk+ -･･ と両方のPnkの係数だけを比











- DnG(i,呈 ,u.d2(X,首 ,u｡)号= 1aE X∂(:nゝ
Ⅹ-k2/ 12,y-,/ 12,7-7/ 12 , t--72/ 12
2 2
d(k2,r,z uo;Z)-G(k2,r,z uo;Z)/GD




とができる｡ 7,7は特に指定はしないが,d-1, Z-1を満たす7,7を )≡2万/
a,r(実際の量 )とした｡
















-G-1 (1, uo)言G(i,uO)IE- 1 (18)




17n(G(x,uo )/G(1, uo ) )-G~ 1 (1, uo)T㌻G(E-1,uo)･Pnx･aE
(19)
今 a-27Eなる長さの単位を選べば, x-k2･で (19)は,
∂
G(k2,uo)-G(1,uo )kO,q … Gl1(1,uo)言 G(f-1,uo ) (20)
に帰する.つまり0-符-2を意味する.
次にMatching条件でPnkの係数だけを比較 して 甲を求める事は, (20)でG(I,uo)
をGraphで計算 LL'nEを展開した場合, ∂/∂f(E〒1)の演算で環るのがBnEの-
次の項だけであるので,正当化される｡























臨界指 数に対 する 1/n展開
東大教養 阿 部 龍 蔵
最近,Wilsonl)は臨界指数に対する E展開 (8- 4-d, d:空間の次元数 )を求め
ることに成功 した｡彼の理論でスピン次元数 nは任意である｡ここでは,蓮にdは任意で







を対応 させる｡ただ し･成分 1(m)は
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